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	応用
	抗原情報
	背景
	IgG受容体IIaのFc領域断片（FCGR2A） ヒト この遺伝子は、多くの免疫応答細胞の表面に存在する免疫グロブリンFc受容体遺伝子ファミリーの一員をコードしています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、マクロファージや好中球などの貪食細胞に存在する細胞表面受容体であり、免疫複合体の貪食と除去のプロセスに関与しています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2008年10月]、機能：免疫グロブリンγのFc領域に結合する。低親和性受容体。 IgG に結合して、病原体や可溶性抗原に対する細胞応答を開始します。,類似性: 2 つの IgG 様 C2 型 (免疫グロブリン様) ドメインが含まれます。,サブユニット: INPP5D/SHIP1 および INPPL1/SHIP2 と相互作用して、その機能を調節します。,組織特異性: 単球、好中球、好酸球血小板に存在します。,
	研究分野
	Fc ガンマ R を介した貪食作用;全身性エリテマトーデス;
	画像データ
	

	FCGR2A 抗体を使用した K562 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CD32-Aポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

